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１　はじめに

日本はブロッコリーなどの生鮮野菜の
他、トマト加工品、冷凍ばれいしょなど多
くの野菜加工品を米国から輸入しており、
米国の野菜の生産・流通動向は少なからず
日本の野菜需給にも影響を及ぼすことにな
る。このため、本レポートでは、米国農務
省（USDA）が毎年２回（４月および12
月）公表する「野菜展望報告」の最新版を
基に、23年の米国の野菜をめぐる状況と
24年の見通しを報告する。
なお、単位の換算には、１ポンド＝
0.4536キログラム、１エーカー＝0.4047
ヘクタールを使用した。また、本稿中の為
替レートは、１米ドル＝162.07円（三菱
UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の2024年6
月末TTS相場）を使用した。

２　2023年の野菜産業の概観

2023年の米国の野菜主産地では、干ば
つがほぼ解消され、栽培期間中の天候が良

好となったことで生産量が増加し、価格が
下落した。また、肥料や農薬の価格も大幅
に低下し、野菜の生産費も低減した。
表１は、米国の野菜産業の基幹となる、
生鮮野菜（注１）、加工用野菜、ばれいしょの
需給の概要である。以下にそれぞれの状況
を示した。

（注１）�特にことわりのない限り、生鮮野菜の生産量な
どからばれいしょときのこ類を除いている。

（１）生鮮野菜
2023年の生鮮野菜の生産量は前年比
1.3％増となった。また、同年の生鮮野菜
の１人当たり消費量は、直近３年間平均よ
り少ない70.5キログラム（同2.2％減）と
前年を下回った。

（２）加工用野菜
2023年の加工用野菜の１人当たり消費
量は、直近３年間平均を上回る52.1キロ
グラム（同4.7％増）となった。トマトや
スイートコーンなどの加工用野菜の消費量
が増加する中で、生産量と輸入額はいずれ
も増加した。

米国の野菜をめぐる2023年の状況および24年の見通し

2023年は、過去数年にわたる干ばつなどが解消し、トマトやばれいしょの生産量が増
加した。このため、米国の野菜価格は、全体として前年を下回ったが、生産費がこれをさ
らに下回ったため、農家の収益は増加した。24年は供給増による価格低下などが、野菜生
産に影響する可能性がある。
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（３）ばれいしょ
2023年のばれいしょの１人当たり消費
量は、生産量の増加などにより、同4.8％

増の53.6キログラムとなった。24年のば
れいしょの作付面積は、前年より３～４％
の減少が予想されている。

３　生鮮野菜の動向

（１�）23年の主要野菜生産量：単収増など
で増加
2023年の生鮮野菜生産量上位５品目の
合計は、前年比2.1％増となった（表２）。
この生産量の増加は、良好な気象条件、単

収の向上によるものである。内訳を見ると、
レタス、たまねぎ、トマトの増産分が、に
んじんとかぼちゃの減産分を上回ってい
る。上位５品目以外では、キャベツ、ブロッ
コリー、セルリー、カリフラワーなどの減
少分がスイートコーン、アスパラガスなど
の増加分を上回った。

表１　2020～23年の野菜産業の概観
項目 2020年 2021年 2022年 2023年 2023年の前

年比（%）
収穫面積（単位：千ヘクタール）

野菜（生鮮・加工用） 919 919 907 867 -4.3%
ばれいしょ 369 376 372 389 4.6%
その他 1,386 1,272 1,243 1,207 -2.9%
合計 2,674 2,567 2,521 2,463 -2.3%

生産量（単位：千トン）
野菜（生鮮） 14,515 13,789 14,016 14,198 1.3%
野菜（加工用） 16,103 15,377 15,332 17,373 13.3%
ばれいしょ 19,051 18,734 18,235 20,004 9.7%
その他 3,366 2,068 2,631 2,663 1.2%
合計 53,035 49,969 50,214 54,237 8.0%

生産額（単位：億円）
野菜（生鮮） 20,563 17,867 24,588 23,605 -4.0%
野菜（加工用） 3,027 3,193 4,063 5,249 29.2%
ばれいしょ 6,324 6,813 8,373 9,152 9.3%
その他 4,269 3,851 4,248 4,390 3.4%
合計 34,185 31,722 41,273 42,398 2.7%

輸入額（単位：億円）
野菜（生鮮） 15,434 16,213 17,645 18,531 5.0%
野菜（加工用） 5,823 6,270 7,142 7,206 0.9%
ばれいしょ 2,810 3,282 4,126 5,014 21.5%
その他 1,324 1,540 1,733 1,695 -2.2%
合計 25,392 27,306 30,646 32,446 5.9%

輸出額（単位：億円）
野菜（生鮮） 3,739 3,885 4,032 3,857 -4.3%
野菜（加工用） 3,303 3,653 3,873 3,908 0.9%
ばれいしょ 2,715 3,029 3,378 3,707 9.7%
その他 1,335 1,254 1,146 1,645 43.6%
合計 11,092 11,821 12,429 13,116 5.5%

1 人当たり消費量（単位：ｋｇ）
野菜（生鮮） 71.5 70.8 72.1 70.5 -2.2%
野菜（加工用） 53.4 50.4 49.7 52.1 4.7%
ばれいしょ 52.1 51.2 51.1 53.6 4.8%
その他 6.7 5.9 6.6 6.4 -3.4%
合計 183.7 178.3 179.5 182.5 1.7%

資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
注１：表中の数字を合計しても必ずしも「合計」とは一致しない。
注２：その他には豆類（乾燥品を含む）およびきのこ類が含まれる。
注３：野菜（生鮮・加工用）には、缶詰、乾燥、冷凍を含むが、ばれいしょ及びきのこ類を含まない。
注４：ばれいしょの数値には、生鮮と加工品を含む。
注５：2023 年の数値は推計値。
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表２　2020～23年の生鮮野菜生産量上位５品目の推移
（単位：千トン）

品目 2020年 2021年 2022年 2023年 前年比（％）
レタス（合計） 5,069 4,471 4,451 4,712 5.9

結球レタス 2,304 2,075 2,009 2,014 0.2
ロメインレタス 1,874 1,674 1,636 1,893 15.7
葉レタス 891 722 806 806 0.0

たまねぎ 3,145 2,876 2,827 2,889 2.2
にんじん 961 1,033 1,133 1,085 -4.2
トマト 906 942 970 992 2.3
かぼちゃ 783 992 1,040 955 -8.1
上位５品目合計 10,864 10,314 10,421 10,635 2.1
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
注１：たまねぎはカルフォルニア州の乾燥たまねぎを除いた推計値。
注２：USDA の調査対象外の州の生産量の推計値を含む

米国の農業センサスは、1820年に開始された国勢調査の一部であったものが、40年
に農業部門が分離されて開始された。その後は国勢調査局が５年ごとに実施してきたが、
78年からはUSDAが調査主体に加わり、97年には連邦議会が農業センサスの実施予算
をUSDAに移した。農業センサスは、西暦の末尾が２と７の年に行われることとされて
いる。調査対象は、調査対象年に1000米ドル（約16万円）以上の農畜産物を生産・販
売した生産者とされる。
最近公表された2022年農業センサスによれば、同年に野菜（注）を収穫し、販売した

生産者は、前回（17年）より6.5％少ない6万9459戸となった。
一方で、農家戸数と栽培面積の減少にもかかわらず、インフレ調整後の１戸当たり野
菜販売額は、前回の28万米ドルから51万米ドル（約4500万円から8300万円）超へ
と大幅に増加した（コラム１－図１）。

【コラム１】　農業センサスが示す米国農業の変化
～農家戸数と収穫面積が減少する一方で、野菜販売額は大幅増～

資料：USDA経済調査局の資料を基に農畜産業振興機構作成
注　：販売額は、2012年を基準としたインフレ調整済みのもの。

コラム１－図１　１戸当たり販売額の推移

（注）メロンとばれいしょを含み、きのこと乾燥豆類を除く。
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（２�）23年の野菜消費量：食生活の変化に
より減少
2023年の生鮮野菜の１人当たり年間消
費量は、前年比2.2％減の約70.5キログラ
ムとわずかに減少した（表３）。品目別で
は非結球レタスが同6.4％増で過去最高
（20年）に近い8.2キログラムとなった一
方、結球レタスは同2.2％減の6.1キログ
ラムで過去最低となった。このような変化
についてUSDAは、消費者が葉レタスやロ
メインレタスの方が結球レタスより栄養価

が高いと認識していることが要因と分析し
ている。また、アブラナ科野菜の１人当た
り消費量では、カリフラワーが同19.2％
減、ブロッコリーが同7.7％減、キャベツ
が同2.8％減となった。一方、きゅうりは
同3.9％増の3.9キログラムで過去最高と
なった。その他では、かぼちゃが同5.1％
減、ピーマン／パプリカが同3.3％減、に
んじんが同2.4％減となり、たまねぎが同
0.1％増、トマトが同1.3％増、スイート
コーンが同2.9％増となった。

この増加は、コロナ禍での供給網の混乱と投入資材価格の上昇によって生産者価格が
上昇した結果である。22年には、年間販売額が100万米ドル（約１億6200万円）を超
える層が前回比22％増となり、２万5000米ドル～５万米ドル（約405万円～810万円）
未満の層も同25％増となった。
22年のばれいしょを除く生鮮野菜の作付面積は、前回調査より4000ヘクタール多い
98万ヘクタールとなった。変化が小幅となったのは、生鮮野菜の安定的な需要による
ものである。これに対し、加工用野菜の作付面積は、過去数十年にわたって減少してお
り、22年の作付面積は、前回比４％減の68万ヘクタールと減少している（コラム１－
図２）。

資料：USDAのデータを基に農畜産業振興機構作成

コラム１－図２　生鮮野菜と加工用野菜の作付面積の推移
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（３�）干ばつの解消：主産地のカリフォル
ニア州
2024年４月上旬時点のカリフォルニア
州の干ばつ状況は、冬の降水量が多かった
ことで、州の面積の１％未満にまで減少し
た。通常、同州では11月から３月の降水
量が年間降水量の約75％を占め、同州の
水供給の約30％が山間部の積雪の融雪水
である。４月下旬、州当局はかんがい用水
の割当を増やすと発表しており、24年の
同州の生鮮・加工野菜は、干ばつの影響を
受けにくくなると考えられる。

（４�）価格動向：23年は下落、24年は上昇
傾向（図１）
2023年 の 平均国内野菜価格指数

（2011年を100とする）は、主に秋・冬
野菜の生産増から供給量が増えたことで、
たまねぎ、レタス、きゅうりなどの主要野
菜の価格が低下し、高値であった前年から
11％下落した。24年に入り、１月の指数
は前年同月を下回ったが、２月の指数は同

16％高の179.8まで急上昇し、３月は横
ばいで推移した。

（５�）投入資材価格：農薬・肥料価格の下
落が23年の生産費低減を主導
2022年の投入資材価格は、異常気象、
ロシア・ウクライナ戦争、新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）に伴う供給網の
混乱によって前年比14％高となり、同年
の消費者物価指数（同８％高）の上昇率を
上回った。また、23年の野菜生産費は同
1.4％低下した（表４）。このような生産
費の低下は、除草剤が同12.5％低下、窒
素肥料が同36.7％低下したように、農薬・
肥料価格の低下が主因である。
24年に入りインフレ率は低下している
が、過去20年の平均である約2.1％を上
回っている状況にある。一方、24年第
１四半期の野菜の平均生産費は、前年同期
比で2.3％低下している。しかし、野菜の
生産費で最大の費目となる雇用労働費は引
き続き上昇傾向にあり、平均賃金は23年

表３　2019～23年の主要生鮮野菜の１人当たり消費量の推移
（単位：キログラム）

品目 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 前年比（％）
たまねぎ 9.4 10.1 10.0 9.6 9.6 0.1
トマト 8.3 8.1 8.4 8.6 8.7 1.3
非結球レタス 7.1 8.5 7.5 7.7 8.2 6.4
結球レタス 6.6 7.0 6.3 6.2 6.1 -2.2
ピーマン／パプリカ 4.9 4.9 5.2 5.1 4.9 -3.3
かぼちゃ 4.9 4.8 5.4 5.4 5.1 -5.1
にんじん 3.7 3.3 3.5 3.9 3.9 -2.4
きゅうり 3.5 3.4 3.6 3.7 3.9 3.9
さつまいも 3.0 3.0 3.0 2.8 2.4 -12.8
ブロッコリー 3.0 2.9 2.5 3.0 2.8 -7.7
キャベツ 2.6 2.6 2.6 2.8 2.7 -2.8
セロリ 2.4 2.3 2.2 2.2 2.1 -5.3
スイートコーン 2.2 2.1 2.3 2.1 2.2 2.9
カリフラワー 1.4 1.3 1.1 1.1 0.9 -19.2
ほうれんそう 1.2 1.0 0.9 1.1 1.1 -0.2
アスパラガス 0.8 0.8 0.9 0.8 0.7 -9.5
なす 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.2
その他 4.0 4.7 4.8 5.5 4.9 -10.7
合計 69.5 71.5 70.8 72.1 70.5 -2.2
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
　注：2023 年は速報値。
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が前年比5.5％上昇、24年第１四半期（１
～３月）には前年同期比1.4％上昇となっ
ている。
化石燃料を原料とする窒素とリン酸およ
びカリウムの平均価格は、COVID-19のま

ん延時に著しく値上がりし、21年には前
年比25％上昇、22年は同71％上昇となっ
た。23年は、天然ガス価格が前年比61％
下落したことで、窒素とリン酸およびカリ
ウムの価格は、それぞれ同36.7％、同

資料：USDA「Agricultural Prices」を基に農畜産業振興機構作成
　注：2011年を100とした指数。

図１　野菜価格指数の推移

表４　投入資材などの価格指数の変化

項目

年平均 第 1 四半期

2021年 2022年 2023年
2023年
の前年比
（％）

2023年 2024年
2024年の
前年同期
比（％）

種苗費 117.3 131.7 131.7 0.0 131.7 131.7 0.0
肥料費
　窒素 90.9 167.8 106.2 -36.7 134.4 94.6 -29.7

リン酸およびカリウム 85.1 145.6 113.5 -22.0 124.7 123.8 -0.7
農薬費
　殺虫剤 98.7 120.5 105.5 -12.4 116.3 96.9 -16.7
　除草剤 105.3 177.9 155.7 -12.5 171.7 143.1 -16.7
　殺菌剤他 97.8 116.6 102.0 -12.5 112.6 93.8 -16.7
燃油費
　軽油 73.3 112.9 95.2 -15.7 99.3 96.6 -2.7
　ガソリン 78.5 104.4 93.4 -10.5 89.7 91.1 1.6
農業機械費 145.6 152.6 158.8 4.1 157.6 160.4 1.8
農機具費 127.5 142.1 144.4 1.6 144.5 143.1 -1.0
農作業請負代 114.7 126.0 141.2 12.1 141.2 141.2 0.0
建設資材費 140.5 163.6 165.0 0.9 164.5 169.0 2.7
借地代 124.5 126.1 129.0 2.3 129.0 129.0 0.0
利子 109.6 131.6 158.3 20.3 158.3 156.9 -0.9
租税公課 132.5 146.2 152.7 4.4 152.7 161.6 5.8
雇用労働費 146.1 156.9 165.5 5.5 165.8 168.1 1.4
作物部門の生産費 119.7 139.3 138.7 -0.4 141.2 137.4 -2.7
野菜部門の生産費 121.2 142.3 140.3 -1.4 143.6 140.3 -2.3
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
注１：2024 年第 1 四半期の価格指数は USDA による推計値。
注 2：作物部門の生産費は全ての作物の平均として USDA が算出。
注 3：野菜部門の生産費は、2006 年の USDA の調査による投入割合を基に USDA が算出。
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22.0％低下した。燃油や肥料の価格と同
様、23年の各種農薬の価格は、前年より
約12.5％低下した。
投入資材価格の下落傾向が続けば、24
年の野菜生産費の上昇率は抑制されると見
込まれる。

（６�）主要品目の輸出入量：23年は輸入減、
輸出はわずかに増加
米国の生鮮野菜の輸入先は、カナダおよ
びメキシコが主体となっている。2023年
は、輸入量（856万トン、前年比0.8％減・
ばれいしょを除く）が輸出量（173万ト
ン、同0.5％増・ばれいしょを除く）を大
幅に上回り、米国が生鮮野菜の輸入に大き
く依存している状況が続いている（表５）。

24年１～２月の生鮮野菜の輸入量は、
トマト（前年同期比3.2％増）、かぼちゃ（同
5.4％増）、にんじん（同8.3％増）などが
増加した一方、たまねぎ（同20.8％減）、
レタス（同16.2％減）、ブロッコリー（同
8.3％減）などが減少し、全体では同
0.9％減（ばれいしょを除く）となった。
同期間の生鮮野菜の輸出量は、たまねぎ

（同88.5％増）、レタス（同2.8％増）、カ
リフラワー（同3.8％増）、セロリ（同
10.2％増）、にんじん（同16.1％増）な
どの増加分が、さつまいも（同21.8％減）、
ほうれんそう（同2.4％減）、スイートコー
ン（同32.2％減）などの減少分を上回っ
たことで、全体では同9.4％増（ばれいしょ
を除く）となった。

表５　2021～24年２月の主要生鮮野菜の輸出入量の推移
（単位：千トン）

品目 2021年 2022年 2023年 1 ～ 2 月累計 2024年の前年
同期比（％）2023年 2024年

輸入
トマト 1,940 1,982 2,014 366 378 3.2
きゅうり 1,050 1,097 1,151 235 218 -7.2
ピーマン／パプリカ 836 814 772 176 175 -0.9
たまねぎ 664 660 626 98 78 -20.8
かぼちゃ 553 525 532 123 130 5.4
とうがらし 498 453 479 73 93 28.1
レタス 422 505 381 84 70 -16.2
アスパラガス 302 263 232 43 50 16.9

　ブロッコリー 251 277 299 77 71 -8.3
　にんじん 238 272 287 50 54 8.3

カリフラワー 108 101 80 11 11 4.8
スイートコーン 88 92 92 30 31 2.8

　さつまいも 42 65 42 23 13 -43.7
　その他 1,463 1,517 1,569 303 305 0.7
　小計 8,453 8,624 8,558 1,693 1,677 -0.9
　ばれいしょ 405 547 560 123 91 -26.0
合計 8,857 9,170 9,117 1,816 1,769 -2.6
輸出

レタス 336 318 318 48 49 2.8
たまねぎ 315 288 298 34 64 88.5
さつまいも 268 230 249 50 39 -21.8
カリフラワー 124 135 132 25 26 3.8
セロリ 101 86 81 16 17 10.2
にんじん 95 86 79 13 15 16.1
トマト 75 81 83 13 13 -0.2
ブロッコリー 70 16 15 2 3 38.8
スイートコーン 67 58 69 4 3 -32.2
ほうれんそう 48 47 43 7 6 -2.4
アスパラガス 26 27 24 6 7 11.1

　きゅうり 23 14 13 2 2 -13.7
　その他 352 341 329 50 51 1.8
　小計 1,899 1,725 1,734 269 295 9.4
　ばれいしょ 560 508 540 71 89 25.4
合計 2,459 2,234 2,274 341 384 12.7
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
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〇 温室栽培
野菜（生鮮ハーブを含む）を温室栽培している農家戸数は、2022年に１万1465戸
となり、02年以降、農業センサスの公表ごとに増加傾向にある。農家戸数の上位３州は、
ペンシルベニア州、ミシガン州、ニューヨーク州であり、３州で温室栽培農家全体の約
15％を占めている。温室栽培農家の経営規模で最も多いのは、93平方メートル未満（農
家戸数の37％に相当する4197戸）であり、22年の温室野菜の栽培面積は1236へク
タール、販売額は1546億円であった。
トマトは温室野菜全体の栽培面積の半分以上を占め、販売額の半分弱を占めている。
温室トマトの栽培面積は、カリフォルニア州が州の温室野菜面積の15％、オハイオ州
が同10％、ケンタッキー州が同８％を占めている。トマトを除く温室野菜の栽培面積
では、カリフォルニア州が全体の43％に相当する257へクタールを占めている。

〇 認定有機野菜
USDAは、農業センサスの実施に加えて、2008年から有機農業の調査を行っている。
21年の有機野菜の生産者は、過去最多の3347戸に増加した（コラム２－表）。
収穫面積と販売額の両方で最大の有機野菜はレタスであり、21年には有機野菜収穫
面積の19％、同販売額の14％を占めた。ほうれんそうは、同販売額・収穫面積共に２
位で各11％を占め、各10％のばれいしょをわずかに上回った。生産量では、露地栽培
の有機トマトが25.3万トンで最多であり、ばれいしょ（23.8万トン）、レタス（17.7
万トン）がこれに続いた。

【コラム２】　温室栽培野菜および有機野菜の生産動向

コラム２－表　認定有機野菜栽培農家戸数、同収穫面積および同販売額の推移（2008～21 年）
項目 2008 年 2011 年 2014 年 2015 年 2016 年 2019 年 2021 年

認定有機野菜栽培農家戸数（戸）
　全ての野菜 2,499 1,998 3,315 2,999 3,121 3,300 3,347
　　レタス 939 810 934 806 819 1,129 1,140
　　ほうれんそう 454 311 374 311 344 603 609
　　ばれいしょ 968 732 828 688 681 886 898
　　ブロッコリー 548 444 666 550 518 821 827
認定有機野菜収穫面積（ヘクタール）
　全ての野菜 52,787 47,783 66,269 74,596 75,346 90,702 95,953
　　レタス 14,130 9,176 25,131 15,345 15,233 15,591 18,602
　　ほうれんそう 3,103 3,708 7,282 9,245 7,101 9,315 10,589
　　ばれいしょ 3,176 3,678 4,875 5,375 6,979 9,556 9,926
　　ブロッコリー 1,915 2,615 3,465 3,001 3,151 4,834 5,989
認定有機野菜販売額（百万ドル）
　全ての野菜 685 1,072 1,248 1,362 1,644 2,084 1,914
　　レタス 186 278 264 262 277 400 276
　　ほうれんそう 37 72 117 154 118 179 215
　　ばれいしょ 30 51 62 66 151 155 183
　　ブロッコリー 33 48 79 71 71 109 135
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
　注：USDA の有機野菜に関する調査は毎年行われているわけではない。
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４　加工用野菜の動向

米国では、加工用の野菜も多く栽培され
ている。加工用に栽培される野菜は、外皮
が厚く、形状が均一で、収穫や加工が容易
な性質を有する傾向がある。トマトは加工
用野菜全体の生産量の約６割を占め、生産
額では約５割を占めている。

（１�）加工用トマト：価格の低下、在庫増
により生産が低下する見通し
加工用トマトの収穫面積は、気候が温暖

で霜
そうがい

害のリスクが低いカリフォルニア州が
米国全体の９割以上を占めている。加工用
トマトの栽培では、かんがい用水の供給の
多寡が重要になる一方、生産者は価格、コ
スト、全体の作付け動向、契約相手先から
提示される納入可能数量などを判断して作
付け・栽培・収穫を行っている。2024年
１月時点のカリフォルニア州の加工用トマ
トの契約作付面積は、前年同月比９％減の
9.4万ヘクタール、契約生産量は同10％減
の1052万トンと見込まれている（図２）。

米国では野菜に関する補助金などは皆無に近いが、USDAは2024年３月、有機農産
物市場開発補助金制度を通じて、野菜・果樹を含む60本のプロジェクトに約64億円の
予算を配布した。これらのプロジェクトは、新規および既存の有機農産物市場の開発を
支援し、加工能力の向上、有機農産物の需要を満たすための機器の購入、有機農産物の
生産を促進するための技術の開発などのインフラ支援を行うものである。USDAは、こ
の制度が有機農業への移行推進の重要な構成要素であり、米国農村部における農業生産
者の付加価値農業への参入機会を増やすものであるとしている。

資料：USDA「2023　California Processing Tomato Report」を基に農畜産業振興機構作成。
　注：2024年は推計値

図２　カリフォルニア州のトマトの契約作付面積および生産量の推移
（2014～24年）
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24年の加工用トマトの契約価格は、23
年を下回る可能性が高いと見込まれること
が契約作付面積を減少させる要因となって
いるが、もう１つの要因としてトマト加工
品の在庫増がある。23年は生産量の増加
により、在庫は771万トンと前年から大
幅に増加している。

（２�）24年上半期の野菜加工品価格は緩や
かに上昇
2023年第１四半期（１～３月）の青果
物加工品の平均価格は、前年同期比13％
上昇した。24年第１四半期の同平均価格
は同1.6％上昇し、値上がり率は縮小して
いる。価格変動の大きい冷凍ばれいしょ製
品では、23年同期の平均出荷価格が労賃
などの上昇と原料ばれいしょの供給不足に
より同37％上昇したが、24年同期も同
16％高と大幅な上昇が続いている。

（３�）23年の貿易状況：野菜加工品の輸出
入額が増加
2023年の野菜加工品の輸入額は前年比
８％増となった。このうち、冷凍野菜の輸
入額は、ばれいしょ（同24％増）とブロッ
コリー（同12％増）の増加に牽引されて
同13％増となった。上位２品目のばれい
しょとブロッコリーが記録的な輸入数量と
なり、冷凍野菜の輸入量は251万トンに
達した。調理・保存処理済み野菜の輸入量
は同10％減となったが、輸入額はトマト
製品（同42％増）およびポテトチップス
（同48％増）が増加したことで同６％増と
なった。
23年の野菜加工品の輸出額は前年比
５％増となった。最大の輸出先であるカナ
ダ向け輸出額は同５％増、第２位のメキシ

コ向けは同13％増、第３位の日本向けは
同11％増となった。うち、調理・保存処
理済み野菜の輸出額は、トマト（輸出額で
前年比11％増、輸出量で同５％増）およ
びばれいしょ製品（輸出額で同８％増、輸
出量で同９％増）の増加により、前年比
７％増となった。

（４�）23年の加工野菜の１人当たり消費量
が増加
2023年の加工用野菜（マッシュルーム、
ばれいしょ、さつまいもを除く）の１人当
たり消費量は、生鮮重量基準で前年より約
2.3キログラム多いが、過去５年平均とほ
ぼ同じとなる52.1キログラム（速報値）
となった。品目別では、加工用トマトの１
人当たり消費量は、生産量が22％増となっ
たことで、前年比11％増の28.4キログラ
ムに増加し、スイートコーンは、生産量が
同２％増加し、輸出量が減少したことで、
同５％増の6.0キログラムに増加した。

５　個別品目の状況：ばれいしょ

本項では、米国産野菜の中で単一品目と
しては最も輸出量の多い、ばれいしょの動
向を紹介する。
ただし、日本向けの生のばれいしょ塊

かいけい

茎
の輸出には、厳格な植物検疫上の要件が課
せられているため、試験研究などの目的を
除き、経済上現実的ではなく、ほぼすべて
が加工品となっている。
なお、ばれいしょ年度は９月から翌８月
である。



野菜情報 2024.976

（１�）価格低下と在庫増から24年度の作付
面積は減少
2024/25年度のばれいしょ作付面積

（USDAの調査対象13州（注２））は、23/24
年度の39万ヘクタールから約３～４％（約
1.2万～ 1.6万ヘクタール）の減少が見込
まれている。

（注２）�USDAがばれいしょで調査対象としているのは、
カリフォルニア州、コロラド州、フロリダ州、
アイダホ州、メーン州、ミシガン州、ミネソタ州、
ネブラスカ州、ノースダコタ州、オレゴン州、
テキサス州、ワシントン州、ウィスコンシン州
の13州である。

23/24年度のばれいしょの生産量は、
作付面積の増加や過去２番目となる単収の
高さにより、前年度比10％増となった。
一方、生鮮ばれいしょ価格（注３）は、生産量
の増加により年度当初から安値で推移して
いる（図３）。同年度の残りの期間（24年
３月～８月）も、供給増から前年度同期を
大幅に下回ると予測されている。

（注３）種ばれいしょを除く。

24年４月のばれいしょの在庫量は、前
年同月比17％増となった。23/24年度の
ばれいしょ生産量に占める24年４月の在
庫の割合を見ると、32％と過去３年平均
に比べて２％高くなっている。
このため主要生産地域である北西部のば
れいしょ加工業者は、24/25年度の契約
面積を減らし、需給バランスを図ることが

予想されている。今後、作付面積の大幅な
削減により、下半期（25年３～８月）の
供給がひっ迫する可能性も懸念される。

（２）23/24年度上半期の貿易状況
2023/24年度のばれいしょの生産量の
増加により、生鮮ばれいしょの輸出量は、
上半期（23年９月～24年２月）に前年度

資料：USDA「Selected Weekly Fresh-market-Vegetable  Movement and Prices」を基に農畜産業振興機構作成

図３　米国産生鮮ばれいしょの価格推移
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同期比12.8％増となった（表６）。主要輸
出先であるメキシコ向けは、生鮮ばれい
しょの輸入要件が緩和されたことで同
70％増（5.5万トン増）となり、上半期（９
月~翌２月）としては過去最多となった。
一方、同期間のフライドポテト用冷凍ば
れいしょの輸出量は同7.7％減の37.6万ト
ンとなり、過去10年で最低となった。輸

出先上位の状況は、日本向けが同７％減、
メキシコ向けが同３％減、韓国向けが同
18％減となった。また、同期間のフライ
ドポテト用冷凍ばれいしょの輸入量は、同
１％増の58.5万トンとなった。輸入先別
ではカナダが全体の85％以上となり、輸
入先の大半を占めた。

（３）23年の１人当たり消費量は増加
2023年の米国のばれいしょの１人当た
り消費量は、前年比4.8％増の53.6キログ
ラムとなり、08年以降で最多となった。
これは、生産量の増加に加え、生鮮・冷凍
ばれいしょおよびポテトチップスの輸入量
が増加したためである。冷凍ばれいしょ製
品の割合は増加しているが、これは消費者
の嗜好の変化やファストフードでのフライ
ドポテト人気の高まりという数十年来の傾
向に沿ったものである。

６　おわりに

2023年には、米国の野菜の主産地であ
るカリフォルニア州での干ばつが解消さ
れ、前年よりも栽培に適した気候となった
ことで野菜の生産は順調に進んだ。また、
ばれいしょも豊作となり、需給状況が大幅
に改善された。
野菜の生産状況を左右する気象条件とし
ては、エルニーニョ現象が終息し、ラニー
ニャ現象に移行したことで、野菜栽培期間

表６　ばれいしょ（生鮮・加工）の輸出入量（製品重量）の推移
（単位：千トン）

品目 20/21年度 21/22年度 22/23年度 22/23年度 23/24年度 前年度同期比
（％）（年度合計） （9 月～翌 2 月の累計）

輸出
生食用 547.9 497.6 527.5 236.8 267.2 12.8
冷凍合計 1,040.6 988.4 915.8 464.9 429.1 -7.7
　　フライドポテト 901.3 871.8 798.3 407.8 376.0 -7.7
　　その他 139.7 116.6 117.5 57.2 52.6 -8.1
ポテトチップス 50.8 48.5 53.1 26.3 25.4 -3.3
乾燥、脱水 86.2 74.8 106.6 50.8 49.9 -2.0
その他保存加工品 45.4 43.1 45.8 18.6 23.6 25.0
種いも 34.5 41.7 36.3 10.9 13.2 21.1
でんぷん 6.4 6.4 7.3 3.2 3.2 4.1
合計 1,811.2 1,701.0 1,691.9 811.5 810.6 -0.1
輸入
生食用 407.3 504.4 592.4 311.6 247.2 -20.7
冷凍合計 1,177.5 1,327.7 1,442.0 709.0 713.1 0.6
　　フライドポテト 987.5 1,108.1 1,187.1 579.2 585.1 1.0
　　その他 190.1 219.5 254.9 129.7 127.9 -1.4
ポテトチップス 31.8 32.2 40.8 18.1 22.7 24.4
乾燥、脱水 70.8 64.0 77.1 39.0 32.2 -17.7
その他保存加工品 34.0 33.6 28.1 13.6 11.8 -15.3
種いも 73.0 59.4 70.3 24.5 27.7 14.2
でんぷん 146.5 152.9 151.5 72.6 65.8 -9.6
合計 1,940.5 2,174.1 2,402.3 1,188.9 1,119.9 -5.8
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
　注：ばれいしょ年度は 9 月から翌年 8 月まで。
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中の米国西部での干ばつの可能性は低いと
みられる。一方で、高温によるハリケーン
などの自然災害の影響が懸念されている。
23年は、原油価格の低下に伴う肥料、
農薬の価格の低下により、前年より生産費
が低減した。しかし、24年６月末現在、
国際機関などの見込みでは、原油の需給が
引き締まるとみられており、今後の影響が
懸念される。
このような中で、農業政策上は、すでに
期限切れとなった2018年農業法がいまだ
に新法に置き換えられることなく、継続適
用されている。24年11月には大統領選挙
を控えており、政策面では不確実性が高ま
る状況にあることから、引き続き今後の展
開が注目される。




